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USベーシックバランス 

運 用 報 告 書（全 体 版） 

第１期（決算日 2024年９月25日） 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。

さて、「USベーシックバランス」は、2024年９月25日に

第１期の決算を行いました。 

ここに期間中の運用状況についてご報告申しあげ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、お願い申しあ

げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
 
商 品 分 類 追加型投信/海外/資産複合 

信 託 期 間 2024年１月22日から無期限 

運 用 方 針 
投資信託財産の中長期的な成長を目指して運用を

行います。 

主要投資対象 

三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社

が運用する「FOFs用米国2資産バランスファンド（適

格機関投資家専用）」を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 

株式への直接投資は行いません。 

外貨建資産への直接投資は行いません。 

デリバティブの直接利用は行いません。 

分 配 方 針 

年１回、毎決算時に委託会社が基準価額水準、市況

動向等を勘案して分配金額を決定します。 

ただし、分配を行わないことがあります。 

分配対象額は、経費控除後の繰越分を含めた配当等

収益及び売買益（評価益を含みます。）等の全額とし

ます。 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2024年１月22日 10,000 － － － 1,204 

１期(2024年９月25日) 10,741 0 7.4 98.2 11,192 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注） 当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(設定日) 円 ％ ％ 

2024年１月22日 10,000 － － 

１月末 10,026 0.3 82.0 

２月末 10,273 2.7 95.3 

３月末 10,557 5.6 95.9 

４月末 10,461 4.6 97.4 

５月末 10,852 8.5 97.2 

６月末 11,410 14.1 98.7 

７月末 11,022 10.2 98.3 

８月末 10,629 6.3 98.3 

(期  末)    

2024年９月25日 10,741 7.4 98.2 
 

（注） 騰落率は設定日比です。 

 

  



品 名：90149_100015_001_04_USベーシックバランス_1029847.docx 

日 時：2024/11/6 12:38:00 

ページ：2 

 

－ 2 － 

USベーシックバランス 

○運用経過 (2024年１月22日～2024年９月25日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドの主な投資対象である「FOFs用米国2資産バランスファンド（適格機関投資家専用）」の基準価額

が上昇したことから、当ファンドの基準価額も上昇しました。 

 

  
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。騰落率は当ファンドの組入日からのものです。 

（注） 「FOFs用米国2資産バランスファンド（適格機関投資家専用）」の組入資産の比率は、「FOFs用米国2資産バランスファンド（適格機関投

資家専用）」に対する評価額の割合です。 

  

期中の基準価額等の推移 
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■米国株式市場 

米国株式市場は上昇しました。 

当期初から2024年４月上旬にかけての米国株式市場は、FRB（米連邦準備制度理事会）高官の早期利下げ観

測をけん制する発言から早期利下げ期待の後退が相場の重荷となる場面はあったものの、大手半導体企業の

好決算や生成AI（人工知能）市場の成長期待を背景に、高性能半導体やクラウド関連の大型ハイテク株への買

いが進んだことなどから上昇しました。その後、４月下旬にかけては中東情勢の緊迫化でリスク回避機運が高

まったほか、中国当局が自国の通信事業者による外国製半導体の利用を制限する方針と報じられ下落しまし

た。５月から７月上旬にかけては、FRBによる利下げに対する発言から、年内利下げ期待が高まった他、引き

続き大手半導体企業の好決算や生成AI市場の成長期待を背景に、高性能半導体やクラウド関連の大型ハイテ

ク株への買いが進みました。７月下旬以降は、対中輸出規制の強化を検討との報道により半導体関連株への売

りが広がったことや低調な経済指標の発表を受けた下落はあったものの、その後は利下げ観測が強まったこ

とから上昇基調となりました。 

 

■米国債券市場 

米国債券市場で、米国長期金利は低下（債券価格は上昇）しました。 

当期初から2024年５月にかけては、FRBの金融引き締め姿勢と雇用統計やCPI（消費者物価指数）が市場予想

を上回る結果を示したことに加え、米経済の堅調さから、長期金利は上昇（債券価格は下落）しました。５月

以降は、物価指標の伸びが鈍化する中、経済指標が減速傾向を示し始めたことに加え、FRBが先行きの利下げ

を開始する姿勢に変化がないとの見方が強まり、長期金利は低下しました。 

 

 

〇当ファンド 

「FOFs用米国2資産バランスファンド（適格機関投資家専用）」への投資を高位に保つ運用を行いました。 

 

・FOFs用米国2資産バランスファンド（適格機関投資家専用） 

「S＆P500インデックスマザーファンド」及び「米国国債マザーファンド（7-10年/為替ヘッジなし）」の受益

証券への投資を通じて、主として米国の金融商品取引所等に上場している株式及び米国の国債に投資しました。 

 

 

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しており

ません。 

  

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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基準価額水準、市場動向等を考慮して、収益分配は見送りとさせていただきました。なお、収益分配に充て

ず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第１期 

2024年１月22日～ 
2024年９月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 740   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

〇当ファンド 

「FOFs用米国2資産バランスファンド（適格機関投資家専用）」への投資を通じて、主として米国の金融商品

取引所等に上場している株式及び米国の国債に投資します。 

 

・FOFs用米国2資産バランスファンド（適格機関投資家専用） 

「S＆P500インデックスマザーファンド」及び「米国国債マザーファンド（7-10年/為替ヘッジなし）」の受益

証券への投資を通じて、主として米国の金融商品取引所等に上場している株式及び米国の国債に投資し投資

信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。 

 

・FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 

主としてわが国の公社債に投資を行い、安定した収益の確保を目指します。 

 

 

  

分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年１月22日～2024年９月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 37  0.343  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (18)  (0.171)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (16)  (0.149)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.022)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.004   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 37   0.347    

期中の平均基準価額は、10,653円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

  



品 名：90149_100015_001_04_USベーシックバランス_1029847.docx 

日 時：2024/11/6 12:38:00 

ページ：6 

 

－ 6 － 

USベーシックバランス 

（参考情報） 

◯経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。） 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した経費率（年率）は0.75％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   
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○売買及び取引の状況 (2024年１月22日～2024年９月25日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 口 千円 口 千円  
FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 10,188 10 － －  

FOFs用米国2資産バランスファンド（適格機関投資家専用） 10,166,478,359 10,722,000 35,137,034 40,000  
合 計 10,166,488,547 10,722,010 35,137,034 40,000  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年１月22日～2024年９月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年１月22日～2024年９月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年１月22日～2024年９月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2024年９月25日現在) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 比 率 

 口 千円 ％ 

FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 10,188 9 0.0 

FOFs用米国2資産バランスファンド（適格機関投資家専用） 10,131,341,325 10,993,518 98.2 

合 計 10,131,351,513 10,993,528 98.2 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

  

投資信託証券 
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○投資信託財産の構成 (2024年９月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 10,993,528 98.0 

コール・ローン等、その他 219,018 2.0 

投資信託財産総額 11,212,546 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する評価額の割合です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年９月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 11,212,546,170   

 コール・ローン等 219,017,044   

 投資信託受益証券(評価額) 10,993,528,466   

 未収利息 660   

(B) 負債 20,242,543   

 未払解約金 10,654,100   

 未払信託報酬 9,485,363   

 その他未払費用 103,080   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 11,192,303,627   

 元本 10,420,367,117   

 次期繰越損益金 771,936,510   

(D) 受益権総口数 10,420,367,117口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,741円 
 

（注） 当ファンドの設定時元本額は1,204,966,337円、期中追加設定

元本額は9,690,204,551円、期中一部解約元本額は474,803,771

円です。 

（注） １口当たり純資産額は1.0741円です。 

○損益の状況 (2024年１月22日～2024年９月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 3,636   

 受取利息 40,050   

 支払利息 △     36,414   

(B) 有価証券売買損益 275,164,588   

 売買益 311,577,656   

 売買損 △ 36,413,068   

(C) 信託報酬等 △ 25,329,738   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 249,838,486   

(E) 追加信託差損益金 522,098,024   

 (配当等相当額) (△    113,155)  

 (売買損益相当額) (  522,211,179)  

(F) 計(Ｄ＋Ｅ) 771,936,510   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 771,936,510   

 追加信託差損益金 522,098,024   

 (配当等相当額) (△    113,155)  

 (売買損益相当額) (  522,211,179)  

 分配準備積立金 249,838,486   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（3,636円）、費用

控除後の有価証券等損益額（249,834,850円）、信託約款に規定

する収益調整金（522,211,179円）および分配準備積立金（0円）

より分配対象収益は772,049,665円（１万口当たり740円）です

が、当期に分配した金額はありません。 
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USベーシックバランス 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、2022年９月26日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

日銀による「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」政策が継続され、引き続き良好な国債需給環境が継続した
ことから、当期の残存１年未満の短期国債利回りは概ねマイナス圏で推移しました。また、日銀は当座預金の一部
に△0.1％のマイナス金利を適用する方針を維持したことから、無担保コール翌日物金利は概ね△0.09～0.00％
近辺で推移しました。このような中、短期金融資産 マザーファンドではコールローン等にて運用を行いました。無担
保コール翌日物金利のマイナス利回りや信託報酬などの要因により、当ファンドの基準価額（分配金再投資ベー
ス）は小幅に下落しました。

基準価額等の推移
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0.4

第13期首 2022/9
10 11 12 2023/1 2 3 4 5 6 7 8

第13期末
9

第13期首：9,842円
第13期末：9,822円（既払分配金0円）
騰落率：△0.2％（分配金再投資ベース）

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

基準価額の主な変動要因
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投資環境

主要投資対象である「短期金融資産 マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れ、これを維持しました。

【「短期金融資産 マザーファンド」の運用経過】
日銀の金融緩和継続により残存１年未満の短期国債のマイナス利回り推移が概ね続いたことから、コールローン
等にて運用を行いました。

当ファンドのポートフォリオ

日銀による「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」
政策が継続され、引き続き良好な国債需給環境が継
続したことから、当期の残存１年未満の短期国債利回
りは概ねマイナス圏で推移しました。また、日銀は当座
預金の一部に△0.1％のマイナス金利を適用する方
針を維持したことから、無担保コール翌日物金利は概
ね△0.09～0.00％近辺で推移しました。

（％）

△0.15

△0.10

△0.05

0.00

0.05

当期首 当期末

無担保コール翌日物金利
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○組入ファンド
当期末

2023年９月25日
短期金融資産 マザーファンド 100.0％
その他 0.0％
組入ファンド数 1

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。

当ファンドの組入資産の内容

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

親投資信託証券
100.0％

その他
0.0％

○資産別配分

当ファンドのベンチマークとの差異
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基準価額水準、市況動向等を考慮して、収益分配は見送りとさせていただきました。
なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。

（１万口当たり・税引前）

項目
第13期

2022年９月27日～2023年９月25日
当期分配金 （円） －
（対基準価額比率） （％） （－）
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 483
（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が

あります。
（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり

ます。
（注３）－印は該当がないことを示します。

主として、短期金融資産 マザーファンドの受益証券への投資を通じて、わが国の短期金融資産等（短期公社債お
よび短期金融商品を含みます。）を中心に投資を行います。

分配金

今後の運用方針
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2022年9月27日～2023年9月25日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 14円 0.143％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は9,832円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （11） （0.110） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （1） （0.011） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （2） （0.022） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 － －
（ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （－） （－）

（ｃ） 有価証券取引税 － －
（ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｄ） その他費用 1 0.005
（ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （1） （0.005） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.000） その他は、信託事務の処理等に要するその他諸費用

合計 15 0.148
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

日銀による「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」政策が継続され、引き続き良好な国債需給環境が継続した
ことから、当期の残存１年未満の短期国債利回りは概ねマイナス圏で推移しました。また、日銀は当座預金の一部
に△0.1％のマイナス金利を適用する方針を維持したことから、無担保コール翌日物金利は概ね△0.09～0.00％
近辺で推移しました。このような中、コールローン等にて運用を行い、基準価額は横ばい推移となりました。

基準価額等の推移
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第16期首
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第16期末
9

2022/9
第16期首：10,116円
第16期末：10,111円
騰落率：△0.0％

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 参考指数（左軸）

基準価額の主な変動要因

(注)参考指数は、2022年９月26日の値を基準価額に合わせて指数化しています。
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投資環境

日銀の金融緩和継続により残存１年未満の短期国債のマイナス利回り推移が概ね続いたことから、コールローン
等にて運用を行いました。

当ファンドのポートフォリオ

日銀による「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」
政策が継続され、引き続き良好な国債需給環境が継
続したことから、当期の残存１年未満の短期国債利回
りは概ねマイナス圏で推移しました。また、日銀は当座
預金の一部に△0.1％のマイナス金利を適用する方
針を維持したことから、無担保コール翌日物金利は概
ね△0.09～0.00％近辺で推移しました。

△0.15

△0.10

△0.05

0.00

0.05

当期首 当期末

（％） 無担保コール翌日物金利
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○上位10銘柄
　当期末における該当事項はありません。

当ファンドの組入資産の内容

（注）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

短期金融資産等
100.0％

○資産別配分

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異
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わが国の短期金融資産等（短期公社債および短期金融商品を含みます。）を中心に投資を行い、わが国の無担保
コール翌日物金利の累積投資収益率を上回る運用成果をめざします。

今後の運用方針

1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2022年9月27日～2023年9月25日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 －円 －%
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （－） （－）

（ｂ） 有価証券取引税 － －
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｃ） その他費用 0 0.000
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.000） その他は、信託事務の処理等に要するその他諸費用

合計 0 0.000
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（10,113円）で除して100を乗じたものです。
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